
令和５年度事故概要一覧表 令和５年４月～令和６年３月

1 4月28日 4月28日 長沢川 長沢2丁目 〇 不明 なし

　長沢川で白濁が認められたが、短時間で消失
し原因者は不明であった。
　簡易測定結果に異常はなく、水生生物への被
害も認められなかった。

2 5月3日 5月3日 野比川 長沢2丁目 〇 判明 なし
　野比川に塗料が流出し白濁した。
　簡易測定結果に異常はなく、水生生物への被
害も認められなかった。

3 5月29日
5月29日
5月30日
6月1日

松越川排
水区第１
幹線

長坂2丁目 〇 不明 なし

　松越川排水区第１幹線にて油膜が認められ
た。路面と道路側溝に油染みがあったことか
ら、路面に流出した油が原因と考えられたが原
因は不明であった。
　オイルフェンスおよびマットを設置し油膜の
拡散防止と回収を行った。
　水生生物への被害は認められなかった。

4 6月12日
6月12日
6月14日

平作川 岩戸1丁目 〇 判明 なし

　建設工事現場から水路にセメントミルクが流
出し、水路から平作川に至るまで、白濁が確認
された。
　工事を中断し流出防止を図ると同時に、水路
のセメントミルクを清掃した。
　水生生物への被害は認められなかった。

5 6月14日
6月14日
6月15日

舟倉排水
区第１幹

線

久比里1丁
目

〇 不明 なし

　舟倉排水区第１幹線にて油膜が認められた
が、現地調査を行った時点で流入はすでに止
まっており、原因は不明であった。
　水生生物への被害は認められなかった。

6 6月16日 6月16日 平作川
公郷町1丁

目
〇 不明 なし

　平作川宮原橋人道橋付近で白濁が認められた
が、現地調査を行った時点でほぼ消失してお
り、原因は不明であった。
　水生生物への被害は認められなかった。

7 6月23日 6月26日 東京湾 横須賀港 〇 判明 なし
　横須賀港に停泊していた船から油が流出し
た。オイルフェンスの設置と巡視船による拡散
により対応した。

8 11月18日
11月18日
11月20日

松輪川 野比3丁目 〇 判明 なし
松輪川にて白濁が認められた。
原因は工事現場からの泥水だったため、水生生
物への被害は認められなかった。

9 1月26日 1月26日 和田川 鴨居1丁目 〇 判明 なし

和田川にて白濁が認められた。
原因は工事現場からの資材流出であった。工事
を中断させ、再罰防止策を講じた。後日清掃を
実施。水生生物への被害は認められなかった。
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